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上
野
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組
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対
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流
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第
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回 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　
　

東
所
沢
電
車
区
チ
ー
ム
優
勝
奪
還
！

国労東京
第70回定期地方大会  優勝 東所沢電車区Aチーム

 準優勝 東所沢電車区Bチーム

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

三役始球式　鎌田委員長ストライク
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東
京
地
方
本
部
は
、
七
月
一
一
日
に
王
子
の
サ

ン
ス
ク
エ
ア
ボ
ウ
ル
に
お
い
て
、
第
七
回
国
労
東

京
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
た
。
各
地
区
本

部
・
支
部
・
分
会
や
、
家
族
会
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
、
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
か
ら
も

多
く
の
参
加
が
あ
り
、
交
運
共
済
東
日
本
事
業
本

部
、
国
労
東
日
本
本
部
、
新
幹
線
地
本
、
九
州
本

部
・
岩
元
書
記
長
、
四
国
本
部
・
大
江
書
記
長
も

参
加
す
る
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、
選
手
だ
け
で
も

二
六
レ
ー
ン
×
三
人
一
組
で
七
八
人
の
参
加
で
盛

り
上
が
っ
た
大
会
と
な
っ
た
。

　

一
一
時
に
地
本
三
役
の
始
球
式
で
始
ま
っ
た

が
、
鎌
田
委
員
長
の
ス
ト
ラ
イ
ク
投
球
で
、
最
初

　

国
労
上
野
支
部
は
、
六
月
二
三
日
に
東
京
地
本

会
議
室
に
お
い
て
組
織
対
策
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

集
会
の
最
初
に
、
上
野
支
部
・
野
佐
根
委
員
長

は
、「
上
野
支
部
は
こ
れ
ま
で
『
一
歩
前
へ
出
る
』

『
壁
を
乗
り
越
え
る
』『
国
労
の
存
在
を
示
す
』
な

ど
意
思
統
一
を
行
い
、
平
成
採
用
者
の
拡
大
な
ど

大
き
な
成
果
を
得
て
き
た
。
今
後
、分
会
の
維
持
、

機
能
の
保
持
、
運
動
の
継
承
、
組
織
の
強
化
・
拡

大
に
向
け
皆
さ
ん
と
議
論
を
深
め
合
い
た
い
。
そ

し
て
、
私
は
『
労
働
組
合
と
し
て
集
ま
る
』
事
に

こ
だ
わ
り
、
組
合
員
の
集
ま
り
を
数
多
く
実
施
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
を
お
こ
な
っ
た
。

　

続
い
て
東
京
地
本
・
石
井
書
記
長
か
ら
今
日
の

会
社
施
策
・
業
務
委
託
の
現
状
・
現
在
の
組
織
状

況
や
今
後
の
東
京
地
本
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
講
演
が
あ
り
、
東
京
地
本
・
佐
藤
組
織
部

長
か
ら
も
、
さ
ら
な
る
組
織
強
化
・
拡
大
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
題
提
起
が
さ
れ
た
。

　

続
い
て
全
体
交
流
が
行
わ
れ
、「
過
半
数
代

表
者
選
挙
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
票
の
変
更
を
求
め
た

が
、
現
場
で
は
『
問
題
は
無
い
』
と
変
更
し
な

か
っ
た
」「
新
入
社
員
の
組
合
説
明
会
に
会
議

室
を
借
り
た
が
、
会
社
か
ら
一
五
分
と
言
わ

れ
、
挨
拶
と
グ
ッ
ズ
を
渡
す
く
ら
い
し
か
で
き

な
か
っ
た
」「
過
半
数
代
表
者
選
挙
に
立
候
補

し
、
開
票
立
ち
合
い 

を
要
求
し
た
が
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
」「
新
入
社
員
は
研
修
の
時
に
既
に

日
貨
労
に
加
入
し
て
い
る
が
、
女
性
一
人
組
合

に
入
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
情
報
を
集
め
た

い
」「
松
戸
運
転
区
で
以
前
加
入
し
た
方
と
、
四

月
に
相
模
原
運
輸
区
で
加
入
し
た
方
が
繋
が
り

が
あ
り
、『
国
労
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
か
ら
お
前

も
入
れ
よ
』
と
言
っ
て
い
た
の
が
き
っ
か
け
の

一
つ
に
な
っ
た
」「
新
幹
線
通
勤
の
通
勤
手
当
に

つ
い
て
、
会
社
か
ら
説
明
を
受

け
て
い
な
い
。
税
金
も
上
が
り

そ
う
」「
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
は

五
〇
〇
円
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
よ

り
、
組
合
費
が
上
が
る
ほ
う
が

大
き
い
」「
未
加
入
者
対
策
で
、

地
本
で
も
チ
ラ
シ
を
作
っ
た
ら

ど
う
か
」
な
ど
の
報
告
や
質
問

が
さ
れ
た
。

　

最
後
に
鈴
木
書
記
長
か
ら
集

約
と
当
面
の
行
動
の
提
起
が
さ

れ
、
組
織
拡
大
に
向
け
有
意
義

な
交
流
会
と
な
っ
た
。

か
ら
大
き
く
盛
り
上
が
っ
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な

っ
た
。
大
会
は
東
所
沢
電
車
区
チ
ー
ム
の
連
覇

が
続
く
か
、
他
の
チ
ー
ム
が
阻
止
す
る
か
も
、

見
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
た
。

　

若
手
や
女
性
の
参
加
も
目
立
ち
、
華
や
か

な
大
会
で
は
あ
っ
た
が
、
結
果
は
東
所
沢
電

車
区
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝
、
東
所
沢
電
車
区
Ｂ

チ
ー
ム
が
準
優
勝
と
な
っ
た
。
来
年
の
大
会

で
連
覇
を
阻
止
す
る
チ
ー
ム
が
現
れ
る
か
、

注
目
し
た
い
。

　

大
会
の
あ
と
、
隣
接
す
る
会
場
で
表
彰
式
・

交
流
会
が
行
わ
れ
、
全
体
の
健
闘
を
称
え
合

い 

、
楽
し
い
交
流
が
続
い
た
。

 

個
人
の
部
（
二
ゲ
ー
ム
計
）
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瀧
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淳　
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沢
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車
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８
７
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点
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五
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大
井
工
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３
２
４
点

団
体
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部
（
二
ゲ
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三
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）
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東
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９月１４日 ( 土 ) 　13 時開会

　　 １5 日 ( 日 ) 　16時閉会

新橋交通ビル地下会議室
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て
い
る
。
石
綿

曝
露
は
何
十

年
も
後
に
発

症
す
る
の
で
、

退
職
後
も
石

綿
健
康
診
断

を
受
け
る
た

め
の
、
健
康

管
理
手
帳
の

取
得
は
大
変

重
要
。
引
き

続
き
多
く
の

Ｏ
Ｂ
や
こ
れ

に
引
き
ず
り
こ
ん
で
い
く
、
安
倍
の
暴
走
を
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
つ
目
は
沖
縄
の
闘

い
を
、
沖
縄
で
、
東
京
で
、
全
国
で
連
帯
し
て

闘
う
こ
と
。
三
つ
目
に
東
北
ア
ジ
ア
の
非
核
化

を
達
成
す
る
事
。
日
朝
関
係
、
日
韓
関
係
を
悪

化
さ
せ
よ
う
と
す
る
安
倍
の
動
き
に
反
対
す
る

事
。
四
つ
目
に
参
議
院
選
の
勝
利
。
憲
法
を
破

国
労
大
宮
工
場
支
部
は
六
月
二
二
日
に
、「
ア
ス

ベ
ス
ト
健
康
手
帳
取
得
者
交
流
会
」
を
開
催
し
た
。

支
部
の
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
管
理
手
帳
の
取
得

を
め
ざ
す
取
り
組
み
は
、
支
部
三
役
Ｏ
Ｂ
を
中
心

に
機
関
と
し
て
取
り
組
ん
だ
先
輩
四
名
の
取
得
を

皮
切
り
に
、
一
〇
名
に
達
し
た
事
か
ら
、
交
流
で

き
る
場
を
設
定
し
よ
う
と
開
催
し
た
。

交
流
会
に
は
手
帳
を
取
得
し
た
Ｏ
Ｂ
の
方
々

八
名
が
参
加
。
ま
た
六
五
歳
を
過
ぎ
て
も
場
内
の

協
力
会
社
で
働
く
東
日
本
の
組
合
員
や
、
貨
物
の

大
宮
車
両
所
で
、
今
年
度
七
〇
歳
に
な
る
組
合
員

も
参
加
を
し
て
、
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
と
の
再
会
に

話
も
弾
ん
だ
。

主
催
者
を
代
表
し
大
宮
工
場
支
部
・
泉
田
委

員
長
か
ら
は
、「
五
年
前
に
、
東
日
本
工
作
協
議

会
よ
り
、
組
織
的
に
取
得
へ
向
け
て
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
と
の
要
請
を
受
け
、
手
帳
の
取
得
を

め
ざ
す
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
Ｊ
Ｒ
各

社
は
石
綿
を
使
用
し
て
い
た
車
両
が
存
在
し
て

い
た
事
を
承
知
し
な
が
ら
、
従
事
歴
証
明
に
は

後
ろ
向
き
で
、
国
鉄
時
代
に
責
任
を
転
嫁
さ
せ

　

七
月
一
九
日
一
八
時
三
〇
分
か
ら
「
安
倍
九
条

改
憲
Ｎ
ｏ
！　

辺
野
古
新
基
地
建
設
断
念
を
！　

年
金
払
え
！　

参
議
院
選
勝
利
！　

七
・
一
九
国

会
議
員
会
館
前
行
動
」（
主
催
・
戦
争
さ
せ
な
い
・

九
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
な

ど
）
が
行
わ
れ
、
国
労
東
京
か
ら
も
多
く
の
組
合

員
が
参
加
し
、
改
憲
反
対
な
ど
を
訴
え
て
き
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
福
山
真
劫
さ 

ん
（
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
）
は
「
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
は
二
〇
一
四
年
一
二
月
に
結
成
さ
れ
、
憲
法
を

守
ろ
う
、
憲
法
の
空
洞
化
を
許
さ
な
い
、
戦
争
法
廃

止
な
ど
多
く
の
課
題
を
訴
え
て
き
た
。
実
行
委
員

会
の
課
題
の
一
つ
目
は
絶
対
に
憲
法
改
悪
を
許
さ

な
い
事
。
そ
の
為
に
立
憲
野
党
と
連
携
し
て
き
た
。

そ
し
て
条
文
の
改
悪
だ
け
で
な
く
、
日
本
を
戦
争

ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
手
帳　
　

　
　

 

大
宮
工
場
支
部　

取

得

者

交

流

会

壊
し
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
よ
る

貧
困
の
道
を
選

ぶ
の
か
、
共
に

歩
む
道
を
選
ぶ

の
か
。
絶
対
に

三
分
の
二
の
議

席
を
取
り
、
改

憲
の
道
を
開
か

せ
て
は
な
ら
な

い
」
な
ど
の
訴

え
を
行
っ
た
。

国
会
前
　
行
動

か
ら
退
職
を
迎
え
る
皆
さ
ん
の
、
手
帳
取
得
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。

来
賓
で
は
、
国
労
大
船
工
場
Ｏ
Ｂ
会
の
五
十

嵐
さ
ん
、
東
日
本
本
部
・
渡
辺
執
行
委
員
、
東
日

本
工
作
協
議
会
・
小
野
議
長
、
東
京
地
本
・
佐
藤

治
執
行
委
員
、
大
宮
地
区
本
部
・
高
橋
執
行
委
員

が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
別
の
集
会
に
出
席
の
た
め
、
参
加
出
来
な
か

っ
た
神
奈
川
労
災
職
業
病
セ
ン
タ
ー
の
池
田
さ
ん

よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
披
露
さ
れ
た
。

交
流
会
で
は
、「
診
察
が
二
日
間
に
な
る
」、「
Ｃ

Ｔ
検
査
を
受
け
、
画
像
を
見
せ
な
が
ら
詳
し
く
説

明
し
て
く
れ
る
」「
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
問
診
だ
け
」「
病

院
が
変
更
に
な
っ
た
」 「
交
通
費
を
運
輸
機
構
に

申
請
す
る
の
に
切
手
代
は
個
人
負
担
」
な
ど
、
不

満
や
改
善
を
求
め
る
声
が
出
さ
れ
た
。
引
き
続

き
、
取
得
者
間
の
情
報
交
換
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
健
康
手
帳
取
得
者
の
連
絡
会
の
よ
う

な
、
組
織
が
作
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
と

も
に
、
石
綿
曝
露
は
早
期
発
見
が
命
を
守
る
こ

と
か
ら
、
手
帳
取
得
の
意
義
を
再
認
識
し
、
運

動
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
交
流
会
を

終
了
し
た
。

19日

7/1付　23才
武蔵小杉駅分会

神奈川地区本部に

  続こう!

7/16付　45才
新鶴見機関区分会

8/1付　22才
8/1付　24才
どちらも
武蔵小杉駅分会

歓迎
国 労 加 入


